
【第 2回配布用】意見提出様式 

 

第 4次南伊勢町総合計画策定審議会（第 3回）に向けた事前意見の提出について 

 

本日提示いたしました「答申案」および「第 4次南伊勢町総合計画（基本計画案）」

について、次回の第 3回審議会にて最終承認および町長への答申を行う予定です。 

つきましては、内容の最終確認として、修正が必要な点や追加すべき視点等がござ

いましたら、本紙にてご提出をお願い申し上げます。 

 

なお、ご提出いただいたご意見は、審議会当日（第 3回）において全委員で共有さ

せていただきます。 

 

【意見記入欄】 

（※提出は任意様式、または電子メール本文への記入でも構いません） 
     

 氏名   白髭美由紀      
 
 

先日は大変お世話になりまして、ありがとうございました。 
折角なので、ダメもとでお伝えさせてください。 

 
資料 5 別紙 2 安全安心のまちプロジェクト   の中に、下記の文面のようなものを付け
加えて頂けたら、より 安全安心を実感できるのではないでしょうか？ 
 
●(高齢者の多いまちであり、年齢問わず耳の不自由な方もみえるので) 
聴覚に障害があっても「目」から緊急避難指示を受け、逃げることができる体制を整え
ます。 
もしくは、整えることを目指します。 

 
 

 
提出先 
 （郵送の場合）516-0194 三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦 3057  

南伊勢町役場まちづくり推進課 政策係宛 
 （FAX の場合）0599-66-1846 
 （mail の場合）machi@town.minamiise.lg.jp 
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青柳委員の発言は、 町の財政の心配だけではなく 、 どんな収入で生計をたてているのか、 と

いったまちの未来の総合的な姿が見えないと いう 意味に受け取り ました。

その意味で、 追記さ れた将来の姿はわかり やすく て良いと 思いました。

一方、 青柳委員の発言を受けた、 私の発言は、 重点プロジェク ト を念頭に置いていて、

総合計画がバッ ク キャスティ ングの考え方であるなら ば、

それぞれの重点プロジェク ト も バッ ク キャスティ ングの考え方で書かれなければならない、

（ バッ ク キャスティ ングを実現するのが重点プロジェク ト ）

つまり 、 20年後の未来をつく るためのプロジェク ト なのだから 、

それぞれのプロジェク ト ごと に20年後のめざす姿をおいて、

そこ から バッ ク キャスト して、 こ の４ 年間に取り 組むべきも のを提示しなければならないと 考

えました。

参考までに、 私のイ メ ージを形にしてみました。

単なる例示ですので、 役場の各課で考えてく ださ い。

なお、 推進段階での進捗管理では、 何をやったのかではなく て、 こ の姿にどれだけ近づけた

のかと いう 観点から 、 進捗を評価・ 共有できます。

（ 参考事例）

五ヶ所浦では、 農業者グループが十数年前にワイン用のブド ウの栽培を始めた。

伊勢にワインの醸造所ができ、 地元産のワイン用のブド ウの需要が発生した。

観光ホテルでは、 地元の食材と 合わせる地元産のワインの需要があった。

今では、 地元の栽培グループと 醸造所、 ホテルの協力・ 連携ができている。
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西岡委員の意見を参考に、 かわり の名称を考えてみました
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